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研究成果の概要（和文）：ドイツ現代文学は、言語に対する先鋭化した批判意識から始まる。と

りわけホーフマンスタール、ムージル、カフカの文学は、既存の言語が原理的機能不全に陥っ

ていることを確信しながら、言語の否定性を原理的契機として立ち上がっていく。本研究は、

ドイツ近・現代文学の各時期の代表的もしくは特徴的な作品を手掛かりとして、それぞれの作

品において〈否定性〉という契機の所在を突き止め、そのあり方と働きを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Im deutschsprachigen Raum begann die literarische Moderne mit einer 
zugespitzten Sprachskepsis, dass die bisherige Sprache prinzipiell versage. Unser Forschungsprojekt 
setzte sich mit der literarischen „Negativität“, vor allem bei Hofmannsthal, Musil und Kafka, und den 
Vor- und Nachstufen in der deutschen Literatur auseinander.  
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１．研究開始当初の背景 
 「否定性」の問題は、神学および哲学の領
域においては、長い研究史、論争史をもって
いるが、文学研究の領域においては、「堕罪」
モティーフや「英雄」モティーフを扱う研究
の一部分で、または、「ニーチェの言語批判」
や「ホーフマンスタールの『チャンドス卿の
手紙』について」といった単発的なかたちで
論じられるのが常であった。「否定性」をめ

ぐる総合的な文学研究は、本研究を除き、日
本のみならず、ドイツ本国においても、いま
だ前例がない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、否定性（Negativität）を文学が
成立する原理的契機として捉え、この観点か
ら、ドイツ近・現代文学の各時期の代表的も
しくは特徴的な作品を手掛かりとして、それ



ぞれの作品において〈否定性〉という契機の
所在を突き止め、そのあり方と働きを明らか
にしようした。なお、研究遂行上、特に留意
したことは以下の４点である。すなわち、(1)
「否定性」を文学そのものの原理的問題とし
て捉えながらドイツ近・現代文学を全体的か
つ個別的に考察し、(2)神学的・哲学的思想と
文学的思想を意識的に関係づけると同時に、
認識の否定性と言語の否定性とを連動して
いる問題として検討し、(3)この理論的側面と
実際的側面とを相互規定的もしくは相互修
正的な関係において捉え、(4)「否定性」のあ
り方と働きの連関を「我々の問題」として叙
述することであった。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、大前提として基本的に文献学の
方法に拠りつつ、その上で（１）哲学・思想、
美学、言語論、メディア論、身体論、表象論、
ジェンダー論、文芸理論、演劇論、モティー
フ研究などの多様な観点多様な観点に留意
し、同時に（２）共時的視点と通時的視点と
が縦横に交差する共同研究を目指した。その
際、特に留意した点は、九州大学大学院人文
科学研究院に所属する浅井、小黒、東口の３
人が哲学・思想、文学、美学の理論的観点か
ら問題を総括するいわば横軸の役割を担い、
その他のメンバーが文学・思想史上の特定の
時代もしくは作家を扱ういわば縦軸の役割
を担うように心がけたことである。このよう
な巨視的かつ共時的視点と微視的かつ通時
的視点との交差こそ、本研究がめざした理念
的な研究方法であったと言えよう。 
 九州大学文学部にて９月と２月の年２回、
各３日間の計画で開催した研究会では、予め
毎回異なる時代もしくは問題領域を設定し、
担当者が当該の課題に基づく研究を発表し、
報告後、参加者全員で討議を行い、平成１８
年度には問題点の共有化を、平成１９年度以
降には問題点の深化をはかった。最終年度の
研究会は１回のみの開催だったので、４年間
で合計７回行ったことになる。 
 その内、第三回と第五回研究会では、ゲー
テ研究の第一人者である柴田翔・東大名誉教
授による「ゲーテ文学における〈否定性〉と
〈肯定性〉」についての講演があった。柴田
氏とともに「肯定性」という新たな観点をめ
ぐり活発な議論を行ったことは、本研究にと
って、重要な進展だったと言えよう。また、
第四回と第六回研究会には、ドイツ語母語者
三名による研究発表があり、問題の更なる展
開を目指すために、ドイツ語による多角的な
議論を重ねることができた。 
 
４．研究成果 
 以上の結果、本研究はドイツ近・現代文学
における「否定性」を手掛かりとして文学の

新しい捉え方を提示するに至った。研究成果
は以下の三点にまとめることができる。 
（一）ドイツ文学は、言語批判的な意識が先

鋭化した 19 世紀末以降、言葉の原理
的機能不全性という問題意識に主導
されながら、「言語の否定性」を強く
自覚した「否定性の文学」へと変貌す
る。このような新たな展開は、その思
想的背景をニーチェ、マウトナー、ベ
ンヤミンの言語批判論に持ち、その具
体的な実作はホーフマンスタール、ム
ージル、カフカの文学に認められる。 

（二）言語の否定性をめぐる問題意識は、ト
ーマス・マン（特に自己イロニーの問
題や『ファウスト博士』、表現主義や
新即物主義、第二次世界大戦後の文学
（特にインゲボルク・バッハマン）を
経て、今日にも受け継がれてきた。そ
の結果、ドイツ現代文学では、例えば
ヘルタ・ミュラーの文学に認められる
ように、言語ならざる「沈黙」に言葉
を与えることで、饒舌な「沈黙」を現
出させようとする矛盾が繰り返し試
みられるようになったと言えよう。 

（三）また、認識・表現という「ロゴス」概
念の二重性に即して考えるならば、
「言語の否定性」に符合するものとし
て、人間がなす認識の原理的機能不全
性、すなわち「認識の否定性」が認め
られる。実際、「言語の否定性」が文
学の主導原理となる以前は、シュトゥ
ルム・ウント・ドラングおよびロマン
主義の反啓蒙主義、クライストの「カ
ント危機」および『マリオネット激情』、
ビュヒナーのニヒリズム等に顕著に
見られるように、多かれ少なかれ総じ
て「認識の否定性」に刻印されていた
と言えよう。 

 以上を踏まえると、ドイツ近現代文学を、
否定性を原理的契機として成立する文学、す
なわち広義の「否定性の文学」と捉えること
ができる。 
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